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チ ャ イニ ーズ ハ ム ス ターにおける後分娩排卵 の 誘発

上 口 勇次郎，美甘和哉 （旭医大
・
生物）

Inductlon　of 　post−partum 　ovulation 　 ill　 the　 chi・

nes （ hamster

YuJIRoH 　 KAMIGUC ｝1】，　 KAzuYA 　MIKAMO

　分娩直後に 起 こ る後分娩排卵の 存在は マ ウス
，

ラ

ッ トで よ く知 られ て い る が，近年実験動物化 され た

チ ャ イ ニ ーズ ハ ム ス タ ーで は そ の 存否 も明 らか で な

か っ た e 今回， 1 ） 本 種 に お け る 後分 娩排 卵 の 有無

を 調査 し， 2 ）そ の 実験的誘発を試 み る と と もに ，

3 ）そ の 内分泌調節機構研究の 基礎と し て 分娩前後

の 枦胞発達 の 動態を組織学的 に 検討した 。

　 1）分娩 日 よ り 5 日間各 18頭，計 9D頭を開腹 し，

排卵 の 有無 を 調査 した 結果 ，ユ例 （分 娩後 3 日 目に

排卵）を 除 き，排卵 は 観察 されなか っ た 。 す な わ

ち，本 動物 で は 通 常，後分娩排卵 は 起 こ ら な い 。

　 2）分娩 直後 に 哺育仔数を人為的 に 0 〜 3 頭に 制

限す る と，分娩後 3 〜 5 日 目に 後分娩 排卵 が起 こ

る 。 排卵個体出現頻度は哺育仔数の 増加 tc伴 っ て 次

第 に 減少す る 。 同様 の 現象 は 哺育開始時を36時間遅

ら せ た 場 合 に も起 こ る。こ れ ら の 個体 は 交尾すれ ば

哺育と妊娠 （追 い か け妊娠）を同時に行な う。こ の 誘

発後分娩 排卵は マ ウ ス 型 自然後分娩排卵 と比べ て 分

娩か ら排 卵まで の 間隔 が 長 い こ と お よび 追い か け妊

娠 に 伴 う妊娠期間 の 延長 が短 い こ とが 特徴 で あ る 。

　 3）妊i娠後期 の 卵 巣 に は か な り発達 し た源胞

（type 　7〜8，　Pederson，1972） が 多数出現す る が ，

こ れ ら は 分娩 の 前 後 に 急激 に 退化す る 。 後分娩排卵

に 到 る炉胞 は 分娩時 に type 　5 〜6 で あ っ た炉胞か

ら新た に 発達した もの で あ る 。 い っ ぼ う，後分娩排

卵の な い 偶体 で は 炉胞が type　5〜6 以上 に 発達す る

こ とは な い 。

　哺育の 人為的調節 に よ る
一

定量 の 吸 乳 刺激低下

は ，一方 で は 乳汁分泌を維持 さ せ つ つ ，他 方 で は

GTH の 脱抑制 を もた ら し，炉胞 の 発育，後分娩排

卵を引き起 こ して い る もの と考えられ る 。
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卵巣除去マ ウス における副腎腫瘍出現頻度 と血 中ホ

ル モ ン 濃度
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Relationship　between　 serum 　gonadotropin　levels

and 　the　incidence　of 　nodu 蛋ar 　hyperplasia　Qf 　the

adrenal 　 cortex

SEI工cHIRo 　KAWASHII 　EA ，　KATSuMI 　WAKABAYA −
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　数系統 の マ ウス で ．生 殖腺除去数 ヵ 月後 に 副腎腫

瘍 が 高頻度に 発生 し，性 ホ ル モ ソ を 分泌す る 。 こ の

腫瘍形成 に は 多量 の ゴ ナ ド ト ロ ピ ソ の 持続的分泌を

必 要とす る こ とが 知 られ て い る。本実験で は，A 系

統 と C57BL 系統 の 交雑第 1代 （B6AF 　1）の 雌を 用

い ．出生当 日か ら 5 日問 エ ス ト ラ ジ オ ール を 注射す

る群 と溶媒 の み を 注射す る対照群 に 分け，40日齢で

卵巣を 除去 し，16− 32月齢 で 副腎皮質 の 増殖性 nDd ．

ules （結節） の 出現頻度と血 清 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 濃度

を 両 群間 で 比較 しk 。 な お ，卵巣を除去 し ない 群も

お い た 。

　卵巣除去対照群の 14匹中8 匹 に お い て ．少な く と

も副腎の
一

方 に nodu ！e が 形成 され て い た 。　 mdule

は 卵巣の 黄体細胞様 の B 型細胞 か ら な る もの が 主

だ が ，A 型細胞 か ら な る nedule も認 め られた D 出生

直後の エ ス トロ ゲ ン 処理群 で は ，nodule の 出現頻

度 は 13匹 中 1 匹で 有意に 低下 して い た 。 卵巣を 除去

され な か っ た マ ウ ス で は 副腎 の 組織像 は
一

般 に 正常

で n 〔｝dule は 対照 群 （23匹） で も エ ス ｝ ロ ゲ ソ 処理

群 （17匹 ） で も 1 例 も認 め られ な か っ た 。nodulc を

もつ 個体 の 膣上 皮や予宮に は 性 ホ ル モ ソ の 分 泌 を 示

唆 す る組 織学的変化が観察され た。

　血清 LH 濃度 は．卵巣を残 した 対照群と エ ス ト ロ

ゲ ソ 処理 群 闘 に 差が な か っ た が，卵巣除去に よ り非

除去 レ ベ ル の そ れ ぞれ 9．2倍 と3．2倍 と な り，両群間

の 差 は有意であ っ た 。 FSH 濃度は 非除去 ・除去 レ

ペ ル ともに エ ス ト ロ ゲ γ 処 理 群 の 方 が低 か っ た 。 以

上 の 結果 よ り， 去勢後の LLH と FSH の 上昇が対

照 群 よ り も低 い こ とが， エ ス トロ ゲ ソ 処理群 に お け

る nodule 出現頻度 の 低下 の 原因 で あ る と結論 され

る。
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